研修出張様式４


研修報告書

	所　　属　南山苑　　　　職　種　介護福祉士    　　氏　名　松川　達也

	期　　間　　平成28年10月16日

	出張目的　第25回　青森県長寿研究会

	出 張 先　青森市民ホール

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


＜全体考察＞

　昨年度に続き、今年度も青森県長寿研究会へ参加する機会を頂き、今年度は発表者としての参加となった。他施設の研究を聞いていると、業務改善や入所されている方へのアプローチといったものが多く、これまで当たり前に行っていたケアを見直し、違う視点から介入してみての結果といったものが多かったように感じる。業務改善については、他施設の取り組みは南山苑でも使えそうだなと思えるものや、看取りについての研究もいくつかあり、今後、南山苑でも看取りの導入をすることがあるのかなと考えながら聞いていた。今回は老人保健施設に関連した研究をピックアップしている。まずは、褥瘡の処置について。南山苑でも褥瘡の処置者が数名おり、看護的な処置が必要となっているが、すずかけの里では創部にキッチンペーパーを使用してみてという研究であった。ラップやガーゼ処置が一般的であるが、ズレやヨレが問題となっている現状からキッチンペーパーを使用することで、皮膚状態やコスト面でもより良い結果が出たという研究であった。南山苑では浸出液がある方やクッション材として薄いパットを使用することもある。創部のケアについて、様々な角度から入所者にとって何が最適かを検討してみてもいいかもしれないと思った。次に、看取りについて、施設で最期を迎えた利用者様の家族に自分達の対応はどうだったか、看取り満足度アンケートを集計したという研究である。様々な老人保健施設で看取りケアを導入している施設が増えてきている中、このようなアンケートをとることは勇気がいることであると感じた。職員の目線から、利用者が亡くなる過程を目撃するということは何度経験しても慣れることはないし、自分がその時どう行動すれば良いか、焦ってしまって混乱してしまうものだ。しかし、家族からしたら最期の瞬間はしっかり対応してもらいたいし、そこに至るまで説明はしっかりしてもらいたいと感じるものだろうと思う。施設と家族の信頼関係を築くことが一番難しく、一番重要なのだと思った。次は、入浴について。個浴を導入することで、在宅復帰支援を強化し、満足度はどうなのかというものである。まず、介護老人保健施設の役割として、在宅復帰が挙げられる。その為には入浴はもちろん、様々な面から必要性、妥当性を検討していかなければならない。南山苑でもケアカンファレンスやミーティングを実施しているが、在宅復帰率はあまり高くない現状がある。介護老人保健施設としての機能を再度認識し、利用者にとっての住み慣れた地域でその人らしい生活を送る為にわたしたちが何をすべきか、もう一度振り返る機会となった。最後に、今回、南山苑で発表したものと類似しているが、こちらは要介護度やランクで対象を絞ったものとなる。生活リハへの取り組みは多くの施設が取り組んでいる課題であると思った。今回の研修を通じて、他施設の取り組みを苑での取り組みの参考にしながら、これから南山苑でのケア、自分自身のケアに活かし、向上していきたい。

＜発表内容・要旨＞

· 排泄ケアへの取り組み～褥瘡部にキッチンペーパーを～

介護老人保健施設　すずかけの里

[はじめに]

当施設では、入所者及び施設にとって最適なオムツ類の選定の為、各商品の比較を重ねている。従来、

褥瘡部にガーゼを使用していたが、ガーゼの固着やズレ、ヨレにより悪化することもあった。そこで、

今回、褥瘡改善を目的に創部に直接あて保護する物を検討したので報告する。

[対象]

仙骨部に褥瘡がある2名

[期間]

平成28年1月～2月

[方法]

1 吸収性があり、通気性の良い尿取りパット

2 吸収性があり、創部の大きさに適している母乳パット

3 吸収性もあり、①②と同じ素材である不職布のキッチンペーパー

の三種類をそれぞれ2週間ずる試用し、固着、ズレ、ヨレ、作成時間、コストの5項目を比較評価した。

[結果]

①②③いずれも創部との固着、ズレ、ヨレはみられなかった。①は創部の大きさに合わせ、1/3にカットし、ポリマーが出ないよう布テープで留めて使用。その作成には時間と費用がかかった。②は簡単にあてることができ、作成時間は省けたが単価は一番高かった。①②共に作成時間とコストの面で問題はあったが皮膚状態の変化はみられなかった。③は簡単に使用することができ、最も安価で、更に褥瘡は軽快傾向を認めた。比較5項目全てにおいて良い結果で、更に褥瘡も快方に向かったキッチンペーパーを使用することにした。

[考察]

キッチンペーパーは厚手でクッション材ともなる為、利用者にとって安楽な生活へ結びついたと考える。また第四報で皮膚トラブル防止に向け、吸収が速く逆戻りの少ないテープ止めオムツと尿取りパットを選定し、今回それらを使用しながら取り組んだことも、褥瘡が快方に向かった要因の一つと考える。

[おわりに]

褥瘡が個々に異なり、その状態を見極めていく重要性を学んだ。今後も、褥瘡や皮膚トラブル等の予防、改善に向け取り組んでいきたい。

＜発表内容・要旨＞

· 老健での｢看取りとは｣～アンケートから御家族の満足度を知る～

介護老人保健施設　えんじゅの里

[目的]

介護の現場において｢看取り｣が日常的に行われるようになり、それぞれの現場で施行錯誤が続いています。当施設でも、ターミナルケアを実施し、入所者様の尊厳を守り、最期までその人らしく過ごせるよう、全職員が協力してケアをしてきました。今回、当施設でターミナルケアを実施したご家族にアンケートを実施し、問題点を明らかにし、今後に活かすことを目的とし、報告します。

[対象・方法]

H26年2月～H28年3月末の間、当施設でターミナルケアを実施した14例のご家族に返信用封筒を同封してアンケートを実施した。アンケートの設問は16問、最後に自由意見を記載するスペースを設けた。

[結果]

アンケートの回収率は78.5％。回答のほとんどが職員に対する感謝の気持ちと労いの言葉であったが、ターミナルケアについての説明不足や家族の理解不足があったこと、ターミナルの途中で病院に移りたかったことやスタッフの協力不足、医師が来るのが遅くて不安だったこと、面会時の応接が不親切で残念だったこと、ご臨終前には早めに連絡が欲しかったという意見があった。

[考察]

当施設は必要最小限の医療行為となじみのある職員や家族に見守られながら穏かな最期を迎えることが出来ます。ターミナルケアやデスカンファレンスを有効活用し、入所者、ご家族のみでなく、スタッフの精神的援助にも十分向き合っていきたい。これからもターミナルケアの基本理念である｢思いやりと慈しみの精神をもって｣多職種で思いを共有し、入所者様とご家族に寄り添ってケアをしていきます。

＜発表内容・要旨＞

· わたしの入浴～在宅復帰支援強化に向けて今できること～

ユニット型介護老人保健施設　青照苑

[はじめに]

当苑での入浴介助は、温泉使用の機械浴と沸かし湯の機械浴であったが、在宅復帰支援の強化の為、H28年1月からユニット内でも入浴出来る個浴を導入した。入居者は入居中の個浴や機械浴について、どう感じているのか、満足度を調査した。

[対象]

入居者100名に対し、機械浴・個浴の2つを利用した21名。平均介護度は2.3

[方法]

対象者に個浴と機械浴に入浴してみてのアンケート。それをもとに満足度を集計。

[結果]

個浴と機械浴、どちらも7割以上がほぼ満足と回答し、満足度に大きな差はなかった。個浴導入後には、これまで拒否していた入居者がすすんで入浴するようになった一方、個浴は不安だと話す方、洗身は出来るが入居中は手伝ってもらいたいとあえて機械浴を希望する方がいた。

[考察]

個浴導入により在宅復帰へ至ったケースはないが、ADL、QOL向上を目指すことで在宅復帰支援への幅を広げられると考える。同時に、個浴を導入したことで比較対象が生まれ、それにより｢実は機械浴が苦手だった｣というような、サービスに対する入居者の本音を知ることが出来た。単一なサービス提供は入居者の満足度を下げるリスクがあると思われる。

＜発表内容・要旨＞

· 生活動作の拡大を目指した取り組み～日常の生活場面に立位訓練を取り入れて～

介護老人保健施設　すずかけの里

[はじめに]

我々介護職は入所者の介護をする中で、下肢の筋力がより向上することより動作が拡大する場合が多いと感じた。今回、リハビリスタッフと共に検討を重ね、リハビリ訓練以外の日常の生活場面において立位訓練を取り入れ、生活動作の拡大に向け取り組んだので報告する。

[対象]

立位動作が不安定、または介助を要する入所者8名(要介護度3～4、寝たきり度B1～B2、認知症ランクⅢ～Ⅳ)

[方法]

1日2～3回、食前の離床機会や日中の余暇時間を利用し、立位訓練を行った。車椅子への移乗の際のアームレストに掴まり、介助者の支えのない状態で10秒間立位保持のあと、車椅子への移乗を行った。また、自力での移乗が困難な入所者に対しては、介助者が両脇を支えた状態で10秒間立位姿勢を保たせてから車椅子へ移乗した。

[結果]

6ヵ月後、立位訓練を行った8名中、1名はFIMの移乗項目において、2点→3点、2名が3点→4点、1名が2点→4点とわずかであるが上昇がみられ、残り4名は変化がなかった。FIMの上昇がみられた4名のうち、2名は洗面台に掴まりながら自力で口腔ケアを行うなど、生活空間を活用し、更に発展した動作を行うことも可能となった。

[考察及びまとめ]

通常のリハビリスタッフによる機能訓練に加え、日常の生活場面も活用して立位の姿勢をとる機会を増やすことで相乗効果により身体機能が向上しやすく、実生活にも反映されやすいと考えられる。今後も他職種と連携を図り、生活へ反映されるようなケアが出来るよう取り組んでいきたい。
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